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仙台湾	
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仙台湾	 阿武隈川	



宮城県	 福島県	 茨城県	

仙台湾	
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河川と湖沼の環境の比較	

表1．河川と湖沼の性質の比較（沖野，2002「河川の生態学」より）	

機　能	 　	 　	 湖　沼	 河　川	

閉　鎖　性	 　	 　	 強い（閉鎖的）	 緩い（開放的）	

蓄　積　力	

水	 調整作用大	 調整作用小	

物　質	
底　泥	 累積的，非可逆的	一時的，可逆的	

水　塊	 定常的，変動小	 非定常，変動大	

生物生産の場	 　	 　	 安定	 不安定	

生物学的分解の場	 　	 　	 安定（好気，嫌気）	不安定（好気）	

酸素の供給力	 　	 　	 全体としては小	 大	

流　送　力	 　	 　	 弱い	 強い	
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利根川水系	
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利根川水系	江戸川	  
新坂川	  
（江戸川支流）	  
花見川	
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利根川水系	

坂川（千葉）	鶴生田川	  
（群馬）	

新坂川	

江戸川	

旧江戸川	

多々良川	  
（群馬）	

河川（底質）の放射性セシウム濃度の推移（利根川水系）	2500	



河川（底質）の放射性セシウム濃度の推移（利根川水系）	
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1200	 1510	 1230	
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阿武隈川水系	
摺上川	  
（阿武隈水系）	

10000	
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阿武隈川水系	

2000	
3060	
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阿武隈川水系	 3270	 1860	
1200	 1480	 1760	
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湖沼	



H	  25年度 環境省の水環境放射性物質モニタリング結果	  12	

湖沼	
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グラフの縦軸のメモリは10倍!	

湖沼	



福島県避難区域内の湖沼のセシウム濃度は相当に高い	  15	
H26年度	



福島県避難区域内の湖沼のセシウム濃度はまだ高い	  16	

H27年度	

浜通り	 中通り	 会津	



AERA	  2015年3月9日の記事より	

東京湾奥部とその北部の河川・湖沼の汚染状況	



朝日新聞	



2016	2015	



東京新聞	  
こちら原発取材班	



H25年（2013年）	  
海上保安庁海洋情報部	  
放射能調査結果と外洋	  
−海底土	

仙台湾は高い!	

東京湾も少し高い	

ストロンチウム90	

セシウム134	  

セシウム137	

246	

55	

9.4	

4.2	



H26年（2014年）	  
海上保安庁海洋情報部	  
放射能調査結果と外洋	  
−海底土	

仙台湾は増加!	

東京湾も少し増加	

ストロンチウム90	

セシウム134	  

セシウム137	

300	

57	

10	

4.4	



H27年（2015年）	  
海上保安庁海洋情報部	  
放射能調査結果と外洋	  
−海底土	

仙台湾は微増!	

東京湾は減少	

ストロンチウム90	

セシウム134	  

セシウム137	

330	

16	

6.4	

4.3	



AERA	  2015年3月9日の記事より	

2014年4月~2015年1月までの主な基準超え	  
（１キロあたり100ベクレル）品目．17都県のうち	  
東北地方を除く．	

ブラウントラウト　260　栃木県　中禅寺湖	  
コイ　210　　千葉県　手賀沼	  
イワナ　140　日光市　渡良瀬川	  
ヤマメ　120　栃木県　上沢渡川	  
ギンブナ　120　千葉県　手賀沼	  
ワカサギ　110　群馬県　赤城沼・榛名湖	



2016年5月11日（水）のニュース	




